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SPECIAL THANKS 

催事関係者の皆様

参加企業 (株)イワタ、甲子化学工業(株)、(株)ごみの学校、サラヤ(株)、日榮新化(株)、PHI(株)、

(株)𠮷川国工業所 等

事務局関係者 （株）ダン計画研究所、(株)たがやす、ハーチ（株）、（株）マッシュ ＠大阪・関西万博 EXPOメッセ「WASSE」

2025.9.24(水)



サーキュラーエコノミー(CE）、聞きなれない言葉
だと思います。

ものづくりには楽しさやおもしろさが
たくさんあります。
自らの手で作ったという達成感。

「実は、捨てられるはずのものだった・・・」
「ゴミではなく、資源。まだ使える。」

といった発見、驚きもその一つです。

ここに来れば、「捨てない」を追求し、CEに取り組む
かっこいいものづくりの大人たちにも出会えます。

身近なモノに対する見方が変わり、使い方や
捨て方の意識が変わりますように。
そんなものづくりの祭典を体感してください。

「じつは、こんなものからできてんねんフェス～Rethink Design Expo～ 」 に込めた想い

(出所)当局万博催事に係る研究会における株式会社たがやす提供の

グラフィック資料をもとに作成
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目的

• 子どもから大人まで幅広い世代の方に、ものづくりを通じてサーキュラーエコノミーの重要性を楽しく体感し、学
んでもらう

• 「ものの使い方や捨て方を見直せば(＝Rethink）、新たな価値が生まれる」ということを体感することで、サー
キュラーエコノミーを意識した日常の行動をとるきっかけの場を提供する

開催概要

• 開催日時：9月24日（水）14:00〜18:00

• 会場 ：大阪・関西万博 EXPOメッセ「WASSE」南ホール
経済産業省主催催事「サーキュラーエコノミー研究所」内

• 主催 ：近畿経済産業局

• 体験内容
・Rethink Designプロジェクト参画企業による廃材など「捨てられるはずだったもの」を使った、ものづくり
ワークショップやパネル展示を実施。
・明日からできる行動を考えて、メッセージボード「こんなことからやっていくねん宣言」に掲示いただく参加型の
企画も行った。

じつはこんなものからできてんねんフェス
～Rethink Design Expo～

「体験」と「まなび」からサーキュラーエコノミーへの一歩を踏み出す

会場イメージ

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/shigenjunkan/circular_economy/action/expo2025/index.html
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参加事業者のワークショップ体験内容
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参加事業者のパネル展示
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当日の様子
• 半日限りのイベントに３００名を超える方が来場されました。親子連れのみならず、幅広い世代の方がものづくり
ワークショップを体験し、サーキュラーエコノミーの重要性を学んでいただきました。



各社ワークショップ体験の様子 1



各社ワークショップ体験の様子 2



各社ワークショップ体験の様子 3
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来場者の反応（メッセージボード １）

来場者の方には、ラベルを配布し、明日からできるサーキュラーエコノミーに関するアクションや気づきを記入して、
メッセージボードに貼ってもらいました。はがしたラベルの台紙は、回収ブースまで自ら持ってきてもらい、ラベル
の再資源化にご協力いただきました。
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来場者の反応（メッセージボード ２）

イベント後には、サーキュラーエコノミーに対する来場者のメッセージで埋め尽くされました！
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来場者の反応（消費者の想い）
• 単に「楽しかった」という感想以外にも、「必要なものを必要な分だけ買う」 「つくるだけじゃなくて、買ってみた
い」「捨てる前に他の使い道を考えるようにする」、「不要になったものをほしい人に譲る」など、消費者視点での
サーキュラーエコノミーに関する新たな気づきが確認できました。

ゴミを適切に分別
したい

売る・買う

使う・まわす

もどす

必要なものを必要
な分だけ買う

借りれるものは、買
わないことも
選択に。

(※)メッセージボード「こんなことからやっていくねん宣言」より来場者の声を抽出し整理。

捨てるなんてもっ
たいない

作るだけでなく、買
いたくなった

アート作品として家
に飾る

物を大切に
つかおう

使い終わっても、直
したりできないか

考える

捨てる前に他の
使い道を考える

サイズアウトした服
は、欲しい人にゆず

る

ゴミをリサイクルする工
作を休日にやりたい。
児童館でやってみたい

使わなくなったも
のをアートにして

楽しみたい。

捨てるもので
遊べる発見が新鮮

考え方１つで、どん
なものでも使い道

がある



Rethink Design プロジェクトのキービジュアルをお披露目しました！



VISION（目指す姿）

関西から Rethinkが当たり前
になる持続可能な社会

Rethink（＝捉えなおし・見直し）をキーワードに、
「つくる」、「うる・かう」、「つかう・まわす」、「もどす」と
いったサプライチェーンの各段階に関わる人たちが、も
のの使い方や捨て方を見直し、行動変容を遂げた姿を
示しています。

みんなのモノの見方が変われば、
価値ある資源としてモノがまわり、自然が豊かになる。
さらに、暮らしや経済が豊かになると信じ、
当局では、今後も各段階で挑むサーキュラーエコノミー
実践者のコミュニティ形成を通じて、関西から
Rethinkが当たり前になる持続可能な社会に向けた
活動を続けてまいります。

VALUE（大切にしたい価値観・想い）

キービジュアルについて
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